芥川と漢詩 : 大正四年と大正九年を中心に by 王, 書瑋 & オウ, ショイ
一芥
川
が
漢
詩
を
読
み
始
め
た
時
期
は
か
な
り
早
い
と
推
測
で
き
る
。
中
学
校
一
年
の
作
文
｢
出
師
表
を
読
み
て
孔
明
を
論
ず｣
の
冒
頭
に
、｢
杜
子
美
の
句
に
曰
、｢
三
顧
天
下
頻
繁
計
。
両
朝
開
済
老
臣
心
。
出
師
未
捷
身
先
死
。
長
使
英
雄
涙
満
襟
。｣
と
。
吾
人
、
出
師
表
を
読
ん
で
諸
葛
孔
明
の
胸
裡
を
思
ふ
。｣
と
、
杜
甫
の
詩
｢
蜀
相｣
を
引
用
し
て
、
作
文
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
芥
川
は
杜
甫
以
外
に
も
、
様
々
な
漢
詩
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
、
彼
の
詩
論
や
、
書
簡
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
詩
集
に
つ
い
て
の
感
想
か
ら
窺
え
る
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
三
年
七
月
三
日
、
広
瀬
雄
宛
の
書
簡
で
は
、
｢
今
日
朝
来
微
雨
獨
坐
し
て
丁
卯
の
詩
集
を
繙
く
一
味
の
暗
愁
の
霧
の
如
く
人
に
迫
る
を
感
じ
候
殊
に
其
懐
古
七
律
の
如
き
格
調
哀
李
義
山
に
比
す
れ
ば
更
に
微
、
温
飛
卿
に
比
す
れ
ば
更
に
麗
、
青
蓮
少
陵
以
降
七
律
を
以
て
斗
南
第
一
人
の
名
あ
り
し
も
の
誠
に
偶
然
な
ら
ず
候｣
と
書
き
、
唐
代
詩
人
許
渾
の
詩
を
、
李
義
山
、
温
飛
卿
、
杜
甫
と
比
べ
な
が
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
で
も
、
芥
川
が
右
の
詩
人
に
関
し
て
、
こ
の
段
階
で
独
自
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。
ま
た
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
一
年
後
に
書
か
れ
た
回
想
録
｢
私
の
文
壇
に
出
る
ま
で｣
に
あ
る
｢
中
学
時
代
に
は
漢
詩
を
可
成
り
読
み
、
小
説
で
は
泉
鏡
花
の
も
の
に
没
頭
し
て
、
そ
の
悉
く
を
読
ん
だ｣
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
そ
れ
は
確
認
で
き
る
。日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録』
に
は
、
中
国
古
典
文
学
の
中
で
、
漢
詩
に
関
す
る
蔵
書
が
六
十
七
点
あ
っ
て
、
漢
書
の
蔵
書
総
数
(
一
八
八
点)
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
、
芥
川
が
中
国
古
典
文
学
の
中
で
、
漢
詩
に
対
し
て
、
強
い
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
漢
詩
に
関
す
る
蔵
書
を
一
冊
ず
つ
見
て
い
く
と
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
、『
唐
詩
百
名
家
全
集』
や
『
唐
宋
明
清
四
朝
詩
話』
の
よ
う
な
全
集
に
関
し
て
、
芥
川
の
書
き
込
み
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
個
人
詩
集
に
は
書
き
込
み
が
多
い
。
芥
川
が
熱
心
に
読
ん
だ
詩
集
は
、『
蘇
文
忠
公
詩
集
擇
粋』
、『
甌
北
詩
選』
、『
温
飛
卿
詩
集』
、『
王
維
詩
集』
『
高
青
邱
詩
集』
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
集
は
詩
ご
と
に
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
赤
い
筆
で
点
が
振
ら
れ
て
い
る
し
、
な
か
に
、
字
ご
と
に
小
さ
な
朱
圏
が
付
い
て
い
る
詩
も
見
ら
れ
た
。
付
け
ら
れ
た
朱
圏
に
つ
い
て
、
芥
川
は
、
大
正
四
年
八
月
二
十
四
日
の
井
川
恭
宛
て
の
書
簡
に
、｢
朱
圏
を
つ
け
る
と
詩
が
う
ま
さ
う
に
見
え
る
か
ら｣
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
芥
川
の
コ
メ
ン
ト
の
付
い
た
詩
も
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
集
を
見
る
と
、
芥
川
が
漢
詩
集
を
熟
読
し
た
こ
と
が
分
か
る
し
、
彼
の
漢
詩
に
対
す
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
――
 

芥
川
自
身
の
漢
詩
完
成
品
は
、
友
人
、
後
輩
、
恩
師
な
ど
に
宛
て
た
書
簡
に
散
見
さ
れ
る
も
の
が
、
二
十
六
首
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、｢
我
鬼
窟
日
録
(
１)｣
に
二
首
、｢
詩
歌
未
定
稿｣
の
｢
俳
句
(
２)｣
に
三
首
と
、｢
手
帳
５
(
３)｣
に
三
首
が
あ
っ
て
、
合
わ
せ
て
三
十
四
首
が
あ
る
。
時
間
的
に
見
る
と
、
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
十
一
年
ま
で
の
、
書
簡
に
あ
る
漢
詩
は
特
定
で
き
る
が
、
未
定
稿
や
手
帳
に
あ
る
漢
詩
は
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
特
定
で
き
る
漢
詩
の
年
月
日
を
見
る
と
、
芥
川
が
人
生
の
最
後
ま
で
漢
詩
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
芥
川
の
漢
詩
を
次
に
挙
げ
る
。
明
治
四
十
五
年
(
二
十
歳)
二
首
(
書
簡)
大
正
二
年
(
二
十
一
歳)
一
首
(
書
簡)
大
正
四
年
(
二
十
三
歳)
八
首
(
書
簡)
大
正
六
年
(
二
十
五
歳)
四
首
(
書
簡)
大
正
八
年
(
二
十
七
歳)
二
首
(｢
我
鬼
窟
日
録｣)
大
正
九
年
(
二
十
八
歳)
十
首
(
書
簡)
大
正
十
一
年
(
三
十
歳)
一
首
(
書
簡)
大
正
十
二
年
か
ら
晩
年
三
首
(
手
帳
５)
年
代
未
詳
三
首
(｢
詩
歌
未
定
稿｣)
大
正
年
代
に
お
い
て
、
芥
川
ほ
ど
漢
詩
を
作
っ
た
作
家
は
決
し
て
多
く
な
い
。
し
か
し
、
三
十
四
首
の
漢
詩
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
漢
詩
に
関
す
る
先
行
研
究
の
論
文
を
見
る
と
、
貧
弱
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
数
が
少
な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
村
田
秀
明
の
｢
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩
研
究
(
４)｣
と
｢
中
島
敦
と
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩
(
５)｣
、
高
野
斗
志
美
・
于
長
敏
の
｢
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩
考
(
６)｣
と
い
う
三
本
し
か
な
い
。
村
田
の
｢
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩
研
究｣
は
、
芥
川
の
漢
詩
に
詳
し
く
注
釈
を
施
し
、
詩
形
、
詩
の
内
容
か
ら
も
、
彼
の
漢
詩
を
分
類
し
た
論
で
あ
る
。
漢
詩
の
注
釈
は
、
意
味
、
詩
形
、
押
韻
、
平
仄
か
ら
行
わ
れ
、
詩
形
は
、
五
言
や
七
言
に
分
類
さ
れ
、
内
容
の
分
類
は
、
心
情
を
表
す
詩
と
景
色
を
描
く
詩
に
分
類
し
た
。
要
す
る
に
、
村
田
の
論
文
は
芥
川
の
漢
詩
に
注
釈
を
施
し
た
論
文
と
言
え
る
。
も
う
一
つ
の
村
田
論
で
あ
る
｢
中
島
敦
と
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩｣
は
、
両
者
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
Ⅰ
所
収
と
数
量
、
Ⅱ
成
立
時
期
、
Ⅲ
詩
形
、
Ⅳ
形
式
上
の
規
定
(
押
韻
、
平
仄
、
修
辞)
の
遵
守
度
と
い
う
四
つ
の
方
面
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
高
野
と
于
の
｢
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩
考｣
は
、
主
に
芥
川
の
漢
詩
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
中
国
詩
人
と
比
較
し
た
も
の
で
、｢
晩
唐
の
詩
に
似
て｣
い
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
先
行
研
究
は
芥
川
の
漢
詩
に
つ
い
て
の
説
明
は
詳
し
い
が
、
し
か
し
、
漢
詩
と
芥
川
の
文
学
や
私
生
活
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
。
さ
ら
に
、
大
正
四
年
と
大
正
九
年
が
豊
作
で
あ
る
原
因
に
つ
い
て
の
説
明
も
な
い
。
本
論
文
で
は
、
大
正
四
年
と
大
正
九
年
に
焦
点
を
当
て
て
、
漢
詩
の
数
が
多
い
原
因
と
、
漢
詩
と
芥
川
文
学
並
び
に
私
生
活
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
。
二
先
述
通
り
、
芥
川
は
中
学
校
か
ら
漢
詩
集
を
た
く
さ
ん
読
み
、
各
詩
人
に
つ
い
て
も
独
自
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
四
十
五
年
か
ら
、
漢
詩
作
り
に
も
挑
戦
し
始
め
た
。
芥
川
の
作
っ
た
漢
詩
の
中
で
、
最
も
早
い
と
さ
れ
る
の
は
、
明
治
四
十
五
年
一
月
一
日
の
、
山
本
喜
誉
司
宛
の
書
簡
に
あ
る
漢
詩
で
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
。
春
寒
未
開
早
梅
枝
幽
竹
蕭
蕭
垂
小
池(
春
寒
未
だ
開
か
ず
早
梅
の
枝
〃
幽
竹
蕭
々
と
し
て
小
池
に
垂
る)
新
歳
不
来
書
幄
下
焚
香
謝
客
獨
敲
詩
(
新
歳
来
ら
ず
書
幄
の
下
香
――
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を
焚
き
客
を
謝
し
て
詩
を
敲
す)
こ
れ
は
芥
川
の
二
十
歳
の
時
に
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
漢
詩
の
七
言
絶
句
を
模
倣
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
の
｢
梅
枝｣
、｢
幽
竹｣
、｢
蕭
蕭｣
な
ど
の
言
葉
は
漢
詩
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
最
後
の
句
の
｢
敲
詩｣
が
唐
代
詩
人
賈
島
の
｢
鳥
宿
池
辺
樹
僧
敲
月
下
門｣
を
踏
襲
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
じ
日
に
井
川
恭
宛
の
書
簡
は
、
右
の
詩
の
中
の
二
字
を
変
え
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。｢
幽
竹
蕭
蕭
垂
小
池｣
の
｢
垂｣
を
｢
匝｣
に
、｢
新
歳
不
来
書
幄
下｣
の
｢
幄｣
を
｢
幌｣
に
変
え
て
い
る
。
一
字
一
字
に
拘
る
芥
川
の
様
子
が
分
か
る
。｢
匝｣
と
｢
書
幌｣
は
漢
詩
に
よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
、
二
字
が
変
え
ら
れ
た
の
は
、
よ
り
漢
詩
風
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
の
｢
陪
鄭
広
文
游
何
将
軍
山
林
十
首｣
に
、｢
異
花
開
絶
域
滋
蔓
匝
清
池｣
が
あ
っ
て
、｢
匝｣
が
使
わ
れ
て
い
る
。｢
書
幌｣
も
同
じ
杜
甫
の
｢
故
著
作
郎
貶
台
州
司
戸
陽
鄭
公
虔｣
に
｢
突
兀
倚
書
幌｣
と
あ
る
し
、
ま
た
、
駱
賓
王
の
｢
寓
居
洛
濱
對
雪
億
謝
二｣
の
｢
積
彩
明
書
幌｣
と
い
う
句
に
も
見
ら
れ
る
。
翌
年
の
大
正
元
年
に
作
ら
れ
た
詩
に
も
、
｢
梅｣
、｢
竹｣
、｢
蕭
蕭｣
、｢
書
幄｣
な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
た
。
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
の
漢
詩
の
数
が
少
な
い
が
、
大
正
四
年
に
な
っ
て
、
そ
の
様
子
が
一
変
し
た
。
こ
の
年
に
お
い
て
、
芥
川
は
漢
詩
を
多
く
作
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
漢
詩
集
を
集
中
的
に
読
ん
だ
こ
と
も
、
彼
の
漢
詩
集
へ
の
書
き
込
み
か
ら
分
か
っ
た
。
赤
い
筆
で
書
か
れ
た
芥
川
の
コ
メ
ン
ト
が
六
十
箇
所
も
あ
る
『
蘇
文
忠
公
詩
集
擇
粋』
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
、
｢
大
正
四
年
十
二
月
三
日
一
讀
過｣
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
書
き
込
み
が
六
ヶ
所
あ
る
『
唐
詩
絶
句』
に
も
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
｢
大
正
四
年
八
月
一
讀
過｣
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
蘇
文
忠
公
詩
集
擇
粋』
に
あ
る
芥
川
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
三
箇
所
の
批
判
以
外
全
て
賞
賛
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。｢
吉
祥
寺
賞
牡
丹｣
を
｢
牡
丹
詩
絶
唱｣
(
牡
丹
詩
の
絶
唱
筆
者
訳
以
下
同)
と
し
、
｢
冬
至
日
独
遊
吉
祥
寺｣
に
、｢
詩
調
高
何
人
更
似
蘇
夫
子｣
(
詩
の
調
子
が
高
い
こ
と
で
は
、
蘇
軾
の
右
に
出
る
人
が
い
な
い)
と
書
か
れ
、｢
出
城
送
客
不
及
歩
至
渓
上｣
を
、｢
天
衣
無
縫｣
(
完
璧)
、｢
正
月
二
十
日
往
岐
亭
、
郡
人
潘
、
古
、
郭
三
人
送
予
于
女
王
城
東
禅
庄
院｣
を
、｢
三
唱
不
倦｣
(
何
回
読
ん
で
も
飽
き
な
い)
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、｢
上
堵
吟｣
(
蘇
軾)
の
冒
頭
を
李
白
と
比
較
し
て
、｢
可
惜
不
及
太
白
遠｣
(
李
白
の
詩
の
｢
高
遠
さ｣
に
及
ば
な
い)
、｢
六
月
二
十
七
日
望
湖
楼
酔
書
五
紀
其
一｣
を
杜
牧
と
比
べ
て
、｢
似
杜
牧
而
更
繊｣
(
杜
牧
と
似
て
い
る
が
、
杜
牧
よ
り
さ
ら
に
繊
細
で
あ
る)
と
。
芥
川
は
作
品
の
中
で
六
回
、
書
簡
で
六
回
、
合
わ
せ
て
十
二
回
蘇
軾
に
触
れ
て
い
る
。
次
の
井
川
恭
宛
の
書
簡
に
あ
る
詩
は
、
蘇
軾
の
詩
風
を
模
倣
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
放
情
凭
檻
望
処
ゝ
柳
条
新
(
放
情
し
檻
に
凭
り
て
望
め
ば
処
ゝ
柳
条
新
た
な
り)
千
里
洞
庭
水
茫
々
無
限
春
(
千
里
洞
庭
の
水
茫
々
と
し
て
無
限
の
春)
(
大
正
四
年
六
月
二
十
九
日)
大
正
四
年
に
は
、
芥
川
の
身
に
お
い
て
、
失
恋
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
後
で
述
べ
る
が
、
右
の
詩
は
失
恋
の
痛
手
か
ら
抜
け
出
し
た
と
親
友
に
知
ら
せ
る
詩
で
あ
る
と
推
測
す
る
。｢
放
情｣
、｢
千
里｣
、
｢
茫
々｣
な
ど
の
言
葉
か
ら
見
る
と
、
蘇
詩
に
あ
る
豪
放
さ
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、｢
凭
欄｣
や
｢
無
限｣
な
ど
の
言
葉
か
ら
は
、
寂
し
げ
な
哀
愁
の
情
が
読
み
取
れ
る
。
豪
放
と
繊
細
の
結
合
は
蘇
詩
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
詩
全
体
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
蘇
詩
の
面
影
を
宿
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
――

芥
川
は
蘇
軾
の
ほ
か
、
唐
の
中
、
後
期
の
詩
人
た
ち
の
詩
風
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
大
正
四
年
に
読
了
し
て
い
る
詩
集
と
し
て
は
『
蘇
文
忠
公
詩
集
擇
粋』
の
ほ
か
に
、『
唐
詩
絶
句』
も
あ
る
。
漢
詩
作
り
に
あ
た
っ
て
、
蘇
詩
以
上
に
、
唐
詩
が
芥
川
に
か
な
り
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
の
詩
人
の
中
で
、
芥
川
は
特
に
杜
牧
を
好
ん
で
お
り
、｢
樊
川
集
(
７)｣
の
詩
を
全
部
読
ん
で
い
る
。
た
だ
、
そ
の
中
の
詩
で
コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
、
わ
ず
か
二
箇
所
し
か
な
い
。
一
つ
は
杜
牧
の
詩
の
中
で
、
特
別
に
｢
泊
秦
淮｣
が
好
き
で
、｢
何
等
神
情｣
(
何
と
す
ば
ら
し
い)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
詩
を
次
に
挙
げ
る
。
煙
籠
寒
水
月
籠
紗
夜
泊
秦
淮
近
酒
家
(
煙
は
寒
水
を
籠
め
水
は
沙
を
籠
む
夜
秦
淮
に
泊
し
て
酒
家
に
近
し)
商
女
不
知
亡
国
恨
隔
江
猶
唱
後
庭
花
(
商
女
は
知
ら
ず
亡
国
の
恨
江
を
隔
て
て
猶
唱
う
後
庭
花)
そ
し
て
、
こ
の
詩
の
後
半
を
模
倣
し
て
、
芥
川
は｢
蓮｣
と
い
う
詩
を
作
っ
た
。
愁
心
尽
日
細
々
雨
橋
北
橋
南
楊
柳
多
(
愁
心
日
を
尽
す
細
々
雨
橋
北
橋
南
楊
柳
多
し)
櫂
女
不
知
行
客
涙
哀
吟
一
曲
采
蓮
歌
(
櫂
女
不
知
ら
ず
行
客
の
涙
哀
吟
一
曲
蓮
歌
を
采
る)(
一
九
一
五
年
八
月
二
十
三
日
井
川
恭
宛
て)
こ
の
詩
も
松
江
旅
行
(
８)
後
に
、
井
川
へ
の
礼
状
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
｢
商
女
不
知
亡
国
恨
隔
江
猶
唱
後
庭
花｣
を
｢
櫂
女
不
知
行
客
涙
哀
吟
一
曲
采
蓮
歌｣
に
作
り
変
え
て
い
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
｢
橋
北
橋
南
楊
柳
多｣
は
蘇
軾
の
｢
江
南
江
北
青
山
多｣
(｢
遊
金
山
寺｣)
を
参
照
し
た
と
推
測
で
き
る
。｢
行
客
涙｣
｢
哀
吟｣
な
ど
の
言
葉
は
、
失
恋
後
の
陰
鬱
な
気
持
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
同
じ
日
に
送
っ
た
｢
松
江
秋
夕｣
は
許
渾
の
｢
冬
日
五
浪
館
水
亭
懐
別｣
を
模
倣
し
て
い
る
。
詩
を
次
に
挙
げ
る
。
冷
巷
人
稀
暮
月
明
秋
風
蕭
索
満
空
城
(
冷
巷
人
稀
に
暮
月
明
ら
か
な
り
秋
風
蕭
索
空
城
に
満
つ)
関
山
唯
有
寒
砧
急
擣
破
思
郷
万
里
情
(
関
山
唯
有
り
寒
砧
急
な
り
擣
破
思
郷
万
里
の
情)
(
一
九
一
五
年
八
月
二
十
三
日
井
川
恭
宛
て)
こ
の
詩
の
後
半
の
二
句
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
許
渾
の
｢
江
城
向
瞑
東
風
急
一
半
郷
愁
聞
擣
衣｣
(｢
冬
日
五
浪
館
水
亭
懐
別｣)
を
模
倣
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
蘇
軾
に
も
｢
短
日
送
寒
砧
杵
急
冷
官
无
事
屋
廬
深｣
(｢
九
月
二
十
日
微
雪
懐
子
由
弟
二
首
其
一｣)
と
い
う
句
が
あ
る
。
ま
た
、｢
関
山｣
と
い
う
言
葉
は
、
李
白
の
｢
関
山
月｣
や
｢
長
相
思｣
に
出
て
く
る
｢
関
山｣
を
借
用
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
次
に
大
正
四
年
九
月
の
詩
で
あ
る
。
黄
河
曲
裡
暮
煙
迷
白
馬
津
辺
夜
月
低
(
黄
河
曲
裡
暮
煙
迷
ふ
白
馬
津
辺
夜
月
低
し)
一
夜
春
風
吹
客
恨
愁
聴
水
上
子
規
啼
(
一
夜
春
風
吹
く
客
の
恨
愁
聴
す
水
上
子
規
啼
く
を)
(
一
九
一
五
年
九
月
二
十
一
日
井
上
恭
宛)
前
の
二
句
は
、
明
ら
か
に
高
適
(
唐)
の
｢
黄
河
曲
里
沙
為
岸
白
馬
津
辺
柳
向
城｣
(｢
夜
別
韋
司
士｣)
を
踏
襲
し
て
い
る
。｢
一
夜
春
風
吹
客
恨｣
は
、令
参
(
唐)
の
｢
忽
如
一
夜
春
風
来｣
(｢
白
雪
歌
送
武
判
官
帰
京｣)
と
い
う
句
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
｢
子
規
啼｣
は
中
国
の
詩
人
た
ち
が
常
用
す
る
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
李
白
の
｢
又
聞
子
規
啼
月
夜｣
(｢
蜀
道
難｣)
は
そ
れ
で
あ
る
。
――

蘇
軾
や
唐
代
の
詩
人
の
ほ
か
、
芥
川
は
田
園
詩
人
も
好
ん
で
い
る
。
陶
淵
明
は
田
園
詩
人
の
代
表
と
し
て
、
芥
川
の
関
心
を
惹
き
つ
け
た
。『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録』
に
は
、『
陶
淵
明
集
(
９)』
が
入
っ
て
い
る
が
、
芥
川
の
読
ん
だ
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
小
野
八
重
三
郎
宛
の
書
簡
(
大
正
元
年
十
二
月
三
十
日)
と
浅
野
三
千
三
宛
の
書
簡
(
大
正
二
年
十
二
月
九
日)
か
ら
見
る
と
、｢
陶
詩｣
を
読
ん
だ
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
の
ほ
か
に
、
芥
川
が
王
維
を
羨
望
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
、｢
王
摩
詰
君
な
ど
の
高
等
遊
民
ぶ
り
は
実
に
う
ら
や
ま
し
い
()｣
は
そ
れ
で
あ
る
。
羨
ま
し
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
王
維
の
詩
も
参
考
に
し
て
い
る
。
大
正
四
年
十
二
月
三
日
の
書
簡
に
あ
る
｢
叢
桂
花
開
落
画
欄
煙
雨
寒｣
(
井
川
恭
宛)
は
、
王
維
の
｢
人
閑
桂
花
落
夜
静
春
山
空｣
(｢
鳥
鳴間｣)
の
模
倣
で
あ
る
と
い
え
る
。
三
大
正
四
年
以
後
、
芥
川
の
漢
詩
に
対
す
る
情
熱
は
や
や
冷
め
た
よ
う
に
見
え
る
。
大
正
五
年
と
大
正
七
年
に
は
、
漢
詩
の
完
成
品
が
一
つ
も
残
っ
て
い
な
い
。
大
正
六
年
に
四
首
と
、
大
正
八
年
に
は
二
首
が
あ
る
が
、
大
正
四
年
と
比
べ
れ
ば
、
決
し
て
多
い
と
言
え
な
い
。
し
か
し
、
大
正
九
年
に
な
る
と
、
芥
川
の
漢
詩
の
完
成
品
が
十
首
も
あ
り
、
最
も
多
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
年
に
、
中
国
物
の
名
作
が
次
々
と
生
ま
れ
た
。
ま
ず
、｢
杜
子
春｣
が
大
正
九
年
七
月
｢
赤
い
鳥｣
に
発
表
さ
れ
、
次
に
｢
南
京
の
基
督｣
が
こ
の
年
の
九
月
の
｢
中
央
公
論｣
に
、
名
高
い
｢
秋
山
図｣
も
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
完
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
に
お
い
て
、
芥
川
は
高
青
邱
、
趙
甌
北
、
杜
牧
な
ど
の
詩
人
の
詩
を
例
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
、
漢
詩
の
面
白
味
を
重
点
的
に
論
じ
た
。
し
か
し
、
何
故
、
大
正
九
年
に
、
芥
川
が
、
漢
詩
に
こ
の
よ
う
な
関
心
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
正
中
期
以
来
の
中
国
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
、
中
国
大
陸
に
渡
っ
た
日
本
人
は
多
か
っ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
日
清
・
日
露
戦
争
に
参
加
す
る
兵
士
、
或
は
従
軍
記
者
な
ど
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、
個
人
に
よ
る
大
陸
観
光
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
交
通
機
関
と
宿
泊
施
設
の
発
達
と
、
近
代
資
本
主
義
の
発
達
に
よ
っ
て
出
来
た
個
人
の
金
銭
的
な
余
裕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
近
代
日
本
交
通
史
()』
に
よ
る
と
、
一
九
一
一
(
明
治
四
十
四)
年
十
一
月
一
日
、
日
本
が
建
設
し
て
い
た
、
朝
鮮
の
新
義
州
と
、
そ
の
対
岸
の
安
東
を
結
ぶ
鴨
緑
江
橋
梁
が
完
成
し
、
朝
鮮
と
満
州
と
の
直
通
列
車
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
に
は
、
奉
天
(
現
在
の
瀋
陽)
と
北
京
を
結
ぶ
京
奉
鉄
道
、
天
津
と
浦
口
を
結
ぶ
津
浦
鉄
道
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
手
に
よ
っ
て
開
通
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
を
、
長
江
対
岸
の
南
京
か
ら
上
海
ま
で
の
鉄
道
と
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
北
京
か
ら
上
海
ま
で
の
ル
ー
ト
が
完
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
さ
ら
に
、
一
九
〇
六
(
明
治
三
十
九)
年
に
ベ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
敷
設
さ
れ
た
京
漢
(
北
京
―
漢
口)
鉄
道
や
、
長
江
を
航
行
す
る
日
本
の
定
期
船
な
ど
に
よ
り
、
中
国
一
周
旅
行
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
中
国
旅
行
の
案
内
書
、
紀
行
文
、
漫
遊
記
な
ど
が
大
量
に
出
版
さ
れ
た
。
芥
川
が
、
特
派
員
と
し
て
中
国
を
訪
れ
た
の
は
、
大
正
十
年
の
三
月
下
旬
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
に
発
表
し
た
｢
奇
遇
()｣
の
冒
頭
に
、
編
輯
者
と
小
説
家
と
の
会
話
が
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
編
輯
者
支
那
へ
旅
行
す
る
さ
う
で
す
ね
。
南
で
す
か
？
北
で
す
か
？
――

小
説
家
南
か
ら
北
へ
周
る
つ
も
り
で
す
。
編
輯
者
準
備
は
も
う
出
来
た
の
で
す
か
？
小
説
家
大
抵
出
来
ま
し
た
。
唯
読
む
筈
だ
つ
た
紀
行
や
地
誌
な
ぞ
が
、
未
だ
に
読
み
切
れ
な
い
の
に
弱
つ
て
ゐ
ま
す
。
編
輯
者
(
気
が
な
さ
さ
う
に)
そ
ん
な
本
が
何
冊
も
あ
る
の
で
す
か
？
小
説
家
存
外
あ
り
ま
す
よ
。
日
本
人
が
書
い
た
の
で
は
、
七
十
八
日
遊
記
、
支
那
文
明
記
、
支
那
漫
遊
記
、
支
那
仏
教
遺
物
、
支
那
風
俗
、
支
那
人
気
質
、
燕
山
楚
水
、
蘇
浙
小
観
、
北
清
見
聞
録
、
長
江
十
年
、
観
光
紀
遊
、
征
塵
録
、
満
州
、
巴
蜀
、
湖
南
、
漢
口
、
支
那
風
韻
記
、
支
那
―
(
全
集
第
七
巻)
こ
の
小
説
家
は
、
芥
川
自
身
と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
右
に
列
挙
さ
れ
た
書
籍
は
全
て
実
在
の
書
物
で
あ
り
、
芥
川
自
身
が
中
国
旅
行
前
に
収
集
し
た
中
国
に
関
す
る
旅
行
の
案
内
書
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
芥
川
蔵
書
目
録
に
は
、『
支
那
百
題
()』
、『
支
那
畫
観
()』
、『
江
南
の
名
勝
史
蹟
()』
、
『
北
京
()』
、『
北
京
大
観
()』
な
ど
の
旅
行
関
係
書
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
中
国
旅
行
ブ
ー
ム
の
一
端
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
国
ブ
ー
ム
の
影
響
を
受
け
て
、
芥
川
は
中
国
に
関
心
を
寄
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
先
に
見
た
、
そ
の
関
心
の
表
れ
の
一
つ
と
し
て
、
漢
詩
に
対
す
る
情
熱
の
向
上
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
創
作
低
迷
の
突
破
口
と
し
て
、
中
国
物
に
心
を
傾
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
一
九
(
大
正
八)
年
の
春
、
芥
川
は
わ
ず
ら
わ
し
い
教
師
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
創
作
専
業
の
生
活
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
筆
一
本
の
生
活
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。｢
芸
術
そ
の
他
()｣
に
お
い
て
、
芥
川
は
、｢
芸
術
の
境
に
停
滞
と
云
ふ
事
は
な
い
。
進
歩
し
な
け
れ
ば
必
退
歩
す
る
の
だ
。
芸
術
家
が
退
歩
す
る
時
、
常
に
一
種
の
自
動
作
用
が
始
ま
る
。
と
云
ふ
意
味
は
、
同
じ
や
う
な
作
品
ば
か
り
書
く
事
だ
。｣(
全
集
第
五
巻)
と
言
い
、
芸
術
の
停
滞
へ
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
芥
川
初
期
作
品
の
多
く
は
｢
今
昔
物
語｣
な
ど
の
日
本
古
典
か
ら
材
料
を
得
て
い
る
。
次
に
キ
リ
シ
タ
ン
物
と
言
わ
れ
る
作
品
が
、
第
二
の
短
編
集
で
あ
る
『
傀
儡
師』
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
。｢
同
じ
や
う
な
作
品｣
を
書
か
な
い
よ
う
に
、
漢
文
素
養
の
高
い
芥
川
が
、
中
国
物
に
種
本
を
求
め
る
の
も
、
自
然
な
結
果
で
あ
っ
た
。
芥
川
の
第
五
の
短
編
集
で
あ
る
『
夜
来
の
花』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
中
国
物
に
種
本
を
求
め
る
傾
向
が
、
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
『
夜
来
の
花』
は
一
九
二
一
(
大
正
十)
年
三
月
十
四
日
、
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
収
録
作
品
は
十
五
作
で
、
各
作
品
の
発
表
時
期
は
、
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
一
月
か
ら
大
正
十
年
一
月
ま
で
で
あ
り
、
殆
ど
大
正
九
年
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
十
五
作
の
中
で
、｢
杜
子
春｣
｢
南
京
の
基
督｣
｢
影｣
｢
秋
山
図｣
｢
ア
グ
ニ
の
神｣
｢
奇
怪
な
再
会｣
と
い
う
六
作
は
中
国
に
関
係
し
た
作
品
と
い
え
る
。
中
国
に
関
係
し
て
い
る
作
品
の
量
の
多
い
こ
と
は
、
芥
川
の
ほ
か
の
短
編
集
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
特
に
、｢
杜
子
春｣
｢
南
京
の
基
督｣
｢
秋
山
図｣
は
、
芥
川
文
学
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
作
品
で
あ
る
た
め
、
同
じ
年
に
書
か
れ
た
事
実
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
一
九
一
八
(
大
正
七)
年
に
書
か
れ
、
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
に
発
表
さ
れ
た
｢
東
洋
の
秋
()｣
に
お
い
て
、
主
人
公
｢
自
分｣
は
夢
の
中
で
寒
山
拾
得
に
会
い
、｢
あ
の
二
人
が
生
き
て
ゐ
る
限
り
、
懐
し
い
古
東
洋
の
秋
の
夢
は
、
ま
だ
全
く
東
京
の
町
か
ら
消
え
去
つ
て
ゐ
な
い
の
に
違
ひ
な
い
。
売
文
生
活
に
疲
れ
た
お
れ
を
よ
み
返
ら
せ
て
く
れ
る
秋
の
夢
は
。｣
(
全
集
第
六
巻)
と
書
い
て
い
る
。
寒
山
拾
得
に
出
会
っ
た
こ
と
の
意
味
を
、
嶌
田
明
子
は
｢
ロ
シ
ア
小
説
に
感
心
す
る
｢
自
分｣
が
、
寒
山
拾
得
と
出
会
っ
た
後
――

は
、
ロ
シ
ア
小
説
よ
り
も
彼
ら
を
懐
か
し
く
思
い
、
先
生
に
彼
ら
に
会
っ
た
こ
と
を
手
紙
に
書
こ
う
と
思
う
。｢
寒
山
拾
得｣
に
見
ら
れ
る
西
洋
対
東
洋
と
い
っ
た
構
図
は
、
本
作
で
は
よ
り
沈
潜
し
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
()｣
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
か
ら
、
芥
川
が
西
洋
よ
り
東
洋
を
懐
か
し
く
思
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
作
風
も
東
洋
物
へ
の
転
換
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芥
川
は
中
国
物
に
材
料
を
求
め
る
た
め
、
漢
文
漢
詩
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
先
述
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
芥
川
の
漢
詩
作
り
に
は
二
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
一
つ
は
大
正
四
年
(
八
首)
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
大
正
九
年
(
十
首)
で
あ
る
。
大
正
四
年
に
読
ん
だ
詩
集
は
、
芥
川
の
書
き
込
み
か
ら
は
っ
き
り
と
推
測
で
き
た
が
、
大
正
九
年
に
読
ま
れ
た
詩
集
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
手
が
か
り
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
(
前
出)
に
、
高
青
邱
(
明
朝)
、
韓屋
(
唐
朝)
、
孫
子
瀟
(
清
朝)
、
趙
甌
北
(
清
朝)
、
杜
牧
(
唐
朝)
、
杜
甫
(
唐
朝)
雍
陶
(
唐
五
代)
な
ど
の
詩
人
の
名
前
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
年
ま
で
は
、
芥
川
が
か
な
り
幅
広
く
漢
詩
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
大
正
九
年
の
小
島
政
二
郎
宛
の
書
簡
の
、｢
詩
を
読
む
気
が
あ
つ
た
ら
｢
絶
句
類
選｣
と
云
ふ
も
の
か
ら
御
始
め
な
さ
い
好
い
絶
句
ば
か
り
沢
山
集
つ
て
ゐ
ま
す
時
代
も
清
ま
で
あ
り
ま
す｣
(
三
月
二
十
二
日)
と
い
う
箇
所
、
そ
し
て
、
同
年
四
月
二
日
の
下
島
勲
宛
の
書
簡
に
蘇
東
坡
、
李
白
、
劉
禹昜
な
ど
の
詩
人
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、｢
絶
句
類
選｣
や
ほ
か
の
詩
集
な
ど
を
読
ん
で
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
ま
た
、
中
島
汀
宛
の
書
簡
に
、
引
用
し
た
詩
に
つ
い
て
、｢
作
者
放
翁
は
陸
游
也
陸
放
翁
は
范
石
湖
、
楊
誠
齋
と
共
に
宋
末
の
三
大
詩
宗
と
称
せ
ら
る
詩
意
は
晩
春
初
夏
の
候
村
家
歳
豊
に
し
て
生
計
を
楽
め
る
を
云
ふ
丁
度
今
頃
床
が
け
に
す
る
に
適
当
な
ら
む｣
(
大
正
九
年
五
月
十
八
日)
と
言
い
、
陸
游
の
詩
を
、
中
島
汀
に
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
九
年
の
漢
詩
製
作
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
芥
川
の
書
簡
、
｢
追
々
春
め
い
て
来
た
の
に
相
不
変
僕
は
原
稿
で
う
ん
云
つ
て
ゐ
ま
す
甚
悲
惨
で
す
句
も
一
向
作
り
ま
せ
ん
そ
の
代
り
漢
詩
を
少
し
作
り
始
め
ま
し
た
()｣
と
、｢
忙
中
詩
で
半
日
つ
ぶ
し
ま
し
た
()｣
と
い
う
箇
所
か
ら
、
そ
の
様
子
が
窺
え
る
。
次
に
大
正
九
年
の
漢
詩
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
四
ま
ず
、
大
正
九
年
三
月
三
日
の
、
小
島
政
二
郎
宛
の
書
簡
に
あ
る
詩
を
見
て
お
き
た
い
。
島
秀
才
示
於
予
香
奩
体
和
歌
二
首
即
戯
答
贈
我
鬼
先
生
枯
座
処
松
風
明
月
共
蒼
々
(
我
鬼
先
生
の
枯
座
す
る
処
松
風
明
月
共
に
蒼
々)
何
知
老
魔
窺
禅
室
一
夜
乍
来
脂
粉
香
(
何
ぞ
知
ら
ん
老
魔
禅
室
を
窺
ひ
一
夜
乍
ち
来
た
る
脂
粉
の
香
り)
(
全
集
第
十
九
巻)
こ
れ
は
、
小
島
政
二
郎
か
ら
送
ら
れ
た
｢
香
奩
体
和
歌
二
首｣
へ
の
返
答
詩
で
あ
る
。｢
我
鬼
先
生｣
は
即
ち
芥
川
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
小
島
政
二
郎
の
和
歌
が
香
奩
体
で
あ
っ
た
た
め
、
芥
川
も
香
奩
体
で
返
し
て
い
る
。
香
奩
体
は
詩
の
風
格
を
表
す
詩
体
の
一
種
で
あ
り
、〈
艶
体〉
と
も
云
う
。
男
女
の
情
、
夫
人
の
容
態
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
描
く
の
が
主
で
あ
る
。
『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録』
に
は
、『
香
奩
詩
話
()』
や
、『
韓
内
翰
香
奩
集
()』
が
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
芥
川
が
香
奩
体
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
――

｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
か
ら
読
み
取
れ
る
。
関
係
部
分
を
引
用
す
る
と
、
｢
名
高
い
韓屋(
唐)
の
『
香
奩
集』
と
云
ふ
詩
集
は
、
殆
ど
こ
の
種
の
詩
に
充
満
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
引
く
と
、｢
想
得
た
り｣
と
云
ふ
七
言
絶
句
に
、
両
重
門
裏
、
玉
堂
の
前
寒
食
の
花
枝
、
月
午
の
天
想
得
た
り
、
那
人
手
を
垂
れ
て
立
ち
嬌
羞
、
肯
じ
て
鞦
韆
に
上
ら
ざ
り
し
を
。
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
羞
ぢ
て
ブ
ラ
ン
コ
に
上
る
事
を
承
知
し
な
か
つ
た
少
女
を
想
ふ
所
な
ぞ
は
、
殆
生
田
春
月
の
詩
の
中
に
で
も
出
て
来
さ
う
で
あ
る｣
と
、『
香
奩
集』
に
あ
る
詩
を
説
明
し
な
が
ら
、｢
如
何
に
も
凝
つ
た
も
の
だ
か
ら
、
暇
な
方
は
読
ん
で
御
覧
に
な
る
と
好
い｣
と
、
読
者
に
勧
め
て
い
る
。
な
お
、
引
用
文
に
出
て
い
る
唐
代
の
韓屋
の
『
香
奩
集』
は
香
奩
体
の
代
表
詩
集
で
あ
る
。
次
に
、
三
月
十
六
日
に
、
佐
佐
木
茂
索
宛
の
書
簡
に
あ
る
詩
｢
偶
成｣
を
挙
げ
て
み
た
い
。
簾
外
松
花
落
几
前
茶
靄
軽
(
簾
外
松
花
落
つ
几
前
の
茶
靄
軽
し)
明
窓
無
一
事
幽
客
午
眠
成
(
明
窓
一
事
無
く
幽
客
午
眠
成
る)
(
全
集
第
十
九
巻)
暖
簾
の
外
に
あ
る
松
の
花
が
静
か
に
落
ち
る
、
机
に
置
か
れ
て
い
る
茶
の
靄
に
見
と
れ
な
が
ら
、
よ
く
晴
れ
て
い
る
長
閑
な
日
に
、
昼
寝
を
し
て
い
る
。
こ
の
詩
に
は
な
ん
と
な
く
幽
閑
で
静
謐
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
を
読
ん
で
、
す
ぐ
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
韋
応
物
の
｢
秋
夜
寄
丘
員
外｣
の
｢
空
山
松
子
落
幽
人
応
未
眠｣
と
い
う
二
句
で
あ
る
。
た
だ
、
芥
川
の
漢
詩
に
は
韋
応
物
の
詩
に
あ
る
寂
寞
さ
が
な
い
代
わ
り
に
、
長
閑
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
田
園
詩
的
と
い
え
る
。
次
に
、
大
正
九
年
三
月
二
十
二
日
の
小
島
政
二
郎
宛
の
書
簡
に
あ
る
｢
春
陰｣
を
見
て
い
こ
う
。
似
雨
非
晴
幽
意
加
軽
寒
如
水
入
窓
紗
(
雨
に
似
晴
に
非
ず
幽
意
加
は
る
軽
寒
水
の
如
く
窓
紗
に
入
る)
室
中
永
昼
香
煙
冷
簷
角
雲
容
簾
影
斜
(
室
中
永
昼
香
煙
冷
た
し
簷
角
雲
容
簾
影
斜
な
り)
静
処
有
詩
三
碗
酒
閑
時
無
夢
一
甌
茶
(
静
処
詩
有
り
三
碗
の
酒
閑
時
夢
無
く
一
甌
の
茶)
春
愁
今
日
寄
何
処
古
瓦
楼
頭
数
朶
花
(
春
愁
今
日
何
処
に
寄
す
古
瓦
楼
頭
数
朶
の
花)
(
全
集
第
十
九
巻)
｢
春
陰｣
は
芥
川
の
漢
詩
完
成
品
の
中
で
、
唯
一
の
七
言
律
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
関
し
て
、
芥
川
は
書
簡
の
中
で
、｢
こ
の
詩
蘇
峰
学
人
な
ど
よ
り
う
ま
い
と
思
ふ
が
ど
う
で
せ
う
七
律
が
一
つ
出
来
る
と
甚
得
意
で
す｣
と
書
き
、
自
慢
し
て
い
る
。
一
句
一
句
考
察
し
て
い
く
と
、
こ
の
詩
の
前
半
の
四
句
は
中
国
宋
詞
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。｢
非
晴｣
｢
軽
寒｣
｢
窓
紗｣
｢
香
煙｣
｢
雲
容｣
｢
簾
影｣
な
ど
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
宋
詞
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、｢
軽
寒
如
水
入
窓
紗｣
は
明
ら
か
に
、
宋
の
賀
鑄
の
｢
字
浣
溪
沙｣
の
｢
嫩
凉
如
水
透
窗
紗｣
と
い
う
句
を
踏
襲
し
て
い
る
。
又
、｢
永
昼｣
と
い
う
言
葉
は
唐
詩
や
宋
詞
に
稀
に
出
る
表
現
で
あ
り
、
李
清
照
の
｢
酔
花
陰｣
に
冒
頭
の
｢
薄
霧
濃
雲
愁
永
昼｣
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
後
半
の
｢
三
碗
酒｣
｢
一
甌
茶｣
｢
春
愁｣
な
ど
の
言
葉
は
、
又
漢
詩
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
最
後
の
｢
古
瓦
楼
頭
数
朶
花｣
は
、
劉
禹昜(
唐)
の
｢
行
到
中
庭
數
花
朶｣
を
連
想
し
や
す
い
。
そ
し
て
、
大
正
九
年
五
月
十
一
日
の
与
謝
野
晶
子
宛
の
書
簡
の
詩
｢
無
題｣
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
窮
巷
売
文
偏
寂
寞
寒
厨
欠
酒
自
清
修
(
窮
巷
に
売
文
偏
に
寂
寞
寒
――

厨
酒
を
欠
き
自
ら
清
修)
拈
毫
窓
外
西
風
晩
欲
写
胸
中
落
木
秋
(
豪
を
拈
る
窓
外
西
風
の
晩
写
さ
ん
と
欲
す
胸
中
落
木
の
秋)
こ
の
詩
は
芥
川
の
書
簡
七
七
八
、
七
八
七
()
か
ら
見
る
と
、
佐
佐
木
茂
索
の
絵
に
書
い
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
を
読
む
と
、
創
作
の
苦
し
み
を
訴
え
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
。
最
初
の
句
の
｢
売
文｣
と
い
う
言
葉
は
趙
甌
北
の
｢
編
詩｣
に
も
通
ず
る
言
葉
で
あ
る
。
芥
川
は
｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
(
前
掲)
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
清
朝
の
詩
人
か
ら
例
を
挙
げ
る
と
、
趙
甌
北
の
｢
編
詩｣
と
云
ふ
の
に
、
旧
稿
叢
残
、
手
自
ら
編
す
。
千
金
の
敝
帚
、
護
持
す
る
事
堅
し
。
憐
れ
む
可
し
、
売
つ
て
街
頭
に
到
つ
て
去
る
。
尽
日
、
人
の
一
銭
を
出
す
無
し
。
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
な
ぞ
も
我
々
売
文
生
活
を
し
て
ゐ
る
も
の
に
は
ま
づ
同
感
と
云
ふ
外
は
な
い
。
(
全
集
第
七
巻)
周
知
の
よ
う
に
、
芥
川
は
、
古
代
の
事
件
を
借
り
て
近
代
人
の
心
理
を
写
す
の
に
長
け
た
作
家
で
あ
る
。
芥
川
の
漢
詩
創
作
も
小
説
創
作
法
と
同
様
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
例
で
あ
る
。
右
の
詩
と
同
じ
発
想
の
作
品
と
し
て
、
｢
東
洋
の
秋｣
(
前
出)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
詩
の
最
後
の
｢
落
木
秋｣
と
い
う
言
葉
は
、
蘇
詩
の
｢
滕
達
道
挽
詞
二
首
其
二｣
｢
雲
夢
連
江
雨
樊
山
落
木
秋｣
か
ら
借
り
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
大
正
九
年
九
月
十
六
日
の
小
島
政
二
郎
宛
の
書
簡
に
あ
る
｢
昨
夜
帰
途
得
短
韻｣
で
あ
る
。
十
載
風
流
誤
一
生
愁
腸
難
解
酒
杯
傾
(
十
載
の
風
流
一
生
を
誤
る
愁
腸
解
き
難
く
酒
杯
傾
く)
煙
花
城
裡
昏
々
雨
空
對
紅
裙
話
旧
盟
(
煙
花
城
裡
昏
々
た
る
雨
空
し
く
紅
裙
に
對
し
旧
盟
を
話
す)
こ
の
詩
か
ら
は
杜
牧
の
｢
遣
懐｣
が
思
い
浮
か
ぶ
。｢
遣
懐｣
が
、｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
次
に
引
用
す
る
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
名
高
い
杜
牧
(
唐)
の
、
江
湖
に
落
魄
し
て
酒
を
載
せ
て
行
く
。
楚
腰
繊
細
、
掌
中
に
軽
し
。
十
年
一
た
び
覚
む
、
楊
州
の
夢
。
贏
ち
得
た
り
、
青
楼
薄
倖
の
名
。
な
ぞ
も
吉
井
勇
君
を
想
は
せ
る
所
が
な
い
で
も
な
い
。
こ
ん
な
具
合
に
漢
詩
の
中
に
は
、
現
在
の
我
々
の
心
も
ち
と
可
成
密
接
な
物
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
決
し
て
一
概
に
軽
蔑
し
て
然
る
べ
き
も
の
ぢ
や
な
い
。
(
全
集
第
七
巻)
つ
ま
り
、
芥
川
は
こ
こ
で
｢
遣
懐｣
か
ら
、
自
分
の
、
も
し
く
は
現
在
の
同
世
代
の
人
々
の
心
境
に
通
じ
る
も
の
を
読
み
と
っ
て
い
る
。
村
田
秀
明
は
｢
中
島
敦
と
芥
川
龍
之
介
の
漢
詩｣
(
前
掲)
で
、｢
起
句
の
｢
十
載
風
流｣
と
は
芥
川
の
府
立
三
中
時
代
、
一
高
時
代
、
東
大
入
学
後
の
｢
新
思
潮｣
第
三
・
四
次
創
刊
、
そ
し
て
大
正
九
年
ま
で
の
作
家
生
活
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る｣
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
の
二
句
の
｢
煙
花
城｣
や
｢
紅
裙｣
な
ど
の
言
葉
は
、
明
ら
か
に
遊
女
や
遊
郭
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
芥
川
と
あ
ま
り
縁
の
な
い
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、｢
煙
花
城｣
｢
紅
裙｣
｢
旧
盟｣
な
ど
の
言
葉
が
漢
詩
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
芥
川
は
自
分
の
漢
詩
に
も
取
り
入
れ
て
み
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
大
正
九
年
十
二
月
六
日
の
小
穴
隆
一
宛
の
書
簡
に
あ
る
詩
で
あ
――

る
。
題
倪
先
生
隻
鶏
之
図
明
燭
似
風
消
惨
悽
清
香
如
水
滌
塵
迷(
明
燭
風
に
似
て
惨
悽
を
消
し
〃
清
香
水
の
如
く
塵
迷
に
滌
ぐ)
展
将
一
幅
澄
心
紙
写
得
中
秋
白
羽
鶏(
展
け
ば
将
に
一
幅
の
澄
心
紙
〃
写
し
得
た
り
中
秋
白
羽
の
鶏)
(
全
集
第
十
九
巻)
こ
れ
は
小
穴
隆
一
か
ら
も
ら
っ
た
鶏
の
絵
へ
の
返
礼
で
あ
る
。
芥
川
は
こ
の
時
期
南
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
南
画
に
倣
っ
て
、
絵
に
詩
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
九
年
十
二
月
に
入
っ
て
、
芥
川
が
｢
秋
山
図｣
を
書
き
始
め
た
こ
と
は
、
十
二
月
七
日
の
書
簡
の
｢
ボ
ク
は
今
王
煙
客
、
王
廉
州
、
王
石
谷
、軍
南
田
、
董
其
昌
の
出
現
す
る
小
説
を
書
い
て
ゐ
る｣
(
小
穴
隆
一
宛)
と
い
う
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
。｢
秋
山
図｣
の
登
場
人
物
で
あ
る軍
南
田
に
関
し
て
、
芥
川
蔵
書
目
録
に
は『軍
南
田
山
水
画
冊』
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
『軍
南
田
山
水
画
冊』
の
絵
に
は
、
全
部
詩
が
付
し
て
あ
る
。
な
お
、
絵
に
詩
を
書
く
こ
と
は
、
南
画
家
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
詩
人
た
ち
も
よ
く
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
蘇
軾
や
王
維
も
そ
れ
を
好
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
五
以
上
、
芥
川
の
大
正
四
年
、
大
正
九
年
の
漢
詩
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
が
、
以
下
、
更
に
こ
の
両
年
の
詩
作
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
大
正
四
年
の
始
め
、
芥
川
は
実
家
新
原
家
の
知
り
合
い
の
家
の
娘
(
吉
田
弥
生)
に
恋
を
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
養
家
(
芥
川
家)
の
警
戒
を
買
い
、
失
敗
し
た
。
そ
れ
を
示
す
資
料
と
し
て
、｢
僕
は
求
婚
し
や
う
と
思
つ
た
。(
中
略)
家
の
も
の
に
そ
の
話
を
も
ち
出
し
た
そ
し
て
激
し
い
反
対
を
う
け
た
伯
母
が
夜
通
し
な
い
た
僕
も
夜
通
し
泣
い
た
あ
く
る
朝
む
づ
か
し
い
顔
を
し
な
が
ら
僕
が
思
切
る
と
云
つ
た｣
(
井
川
恭
宛
二
月
二
十
八
日)
と
い
う
書
簡
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、
こ
の
失
恋
を
六
月
の
下
旬
ま
で
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
い
た
。
勿
論
、
芥
川
は
失
恋
の
陰
翳
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
努
力
し
た
。
蘇
軾
の
詩
集
は
こ
の
よ
う
な
芥
川
を
慰
め
る
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
軾
は
政
治
上
に
お
い
て
、
終
生
失
意
の
人
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
左
遷
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
は
根
っ
か
ら
の
楽
天
家
で
あ
り
、
左
遷
さ
れ
た
土
地
に
す
ぐ
親
し
み
、
そ
の
詩
境
は
人
の
心
を
安
ら
か
に
さ
せ
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
詩
は
失
恋
後
の
芥
川
の
気
持
を
安
ら
か
に
さ
せ
、
大
き
な
慰
め
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
晩
唐
詩
人
の
感
傷
的
な
詩
風
に
、
失
恋
後
の
芥
川
が
最
も
同
感
で
き
た
こ
と
も
、
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。
大
正
四
年
の
芥
川
の
漢
詩
を
読
む
と
、
松
江
旅
行
に
も
、
漢
詩
集
を
携
え
て
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
四
年
の
漢
詩
は
失
恋
事
件
と
深
い
関
係
が
あ
る
ほ
か
、
芥
川
の
作
家
と
し
て
の
出
発
に
も
関
与
し
て
い
た
。
芥
川
は
失
恋
後
｢
仙
人｣
と
い
う
小
説
を
書
い
た
。｢
仙
人｣
は
、
大
正
四
年
七
月
二
十
三
日
に
完
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。｢
仙
人｣
の
最
後
に
｢
人
生
苦
あ
り
、
以
て
楽
む
べ
し
。
人
間
死
す
る
あ
り
、
以
て
生
く
る
を
知
る
。
死
苦
共
に
脱
し
得
て
甚
、
無
聊
な
り
。
仙
人
は
若
か
ず
、
凡
人
死
苦
あ
る
に｣
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
こ
で
芥
川
は
苦
、
楽
、
生
、
死
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
生
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
芥
川
が
失
恋
の
痛
手
か
ら
抜
け
出
し
た
こ
と
を
示
し
い
る
。
芥
川
が
｢
気
高｣
と
評
す
る
蘇
軾
の
｢
留
題
仙
都
観｣
と
い
う
詩
に
は
、｢
学
仙
度
世
豈
无
人
餐
霞
絶
粒
長
辛
苦
安
得
独
従
逍
遥
君
然
乘
風
駕
浮
雲
超
世
無
有
我
独
行｣
(
仙
人
を
学
び
世
を
渡
る
人
が
多
く
い
る
が
〃
霞
を
食
べ
――

ご
飯
を
絶
つ
の
は
辛
い
ど
う
や
っ
て
逍
遥
君
の
よ
う
に
冷
然
と
し
て
風
に
乗
り
、
雲
に
浮
ぶ
世
を
超
え
て
独
行
で
き
る
か)
と
い
う
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
仙
人
修
業
は
困
難
で
あ
る
が
、
仙
人
に
な
れ
ば
悠
々
自
適
し
て
楽
し
め
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
句
で
あ
る
。｢
仙
人｣
に
お
い
て
、
芥
川
が
悠
々
自
適
し
て
楽
し
め
て
も
仙
人
は
無
聊
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
蘇
軾
の
詩
を
逆
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
芥
川
は
種
本
を
よ
く
逆
用
す
る
作
家
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
、
蘇
軾
の
詩
を
逆
用
し
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
芥
川
初
期
作
品
に
お
い
て
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
｢
羅
生
門｣
(｢
帝
國
文
学｣)
も
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。『
芥
川
龍
之
介
資
料
集』
一
、
二
(
山
梨
県
立
文
学
館
一
九
九
三
年
一
一
月
三
日)
に
収
め
ら
れ
た
｢
羅
生
門｣
の
関
連
資
料
を
見
る
と
、
下
書
き
ノ
ー
ト
の
余
白
に
、
落
書
き
ふ
う
に
書
き
込
ま
れ
た
漢
詩
の
断
片
が
あ
る
。
そ
の
漢
詩
は
｢
馬
上
空
山
路
蕭
條
墜
葉
黄｣
｢
檣
上
秋
風
吹
白
帆
檣
前
孤
客
沾
青
袗｣
で
あ
る
が
、｢
羅
生
門｣
の
創
作
中
に
、
息
抜
き
と
し
て
漢
詩
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
漢
詩
は
、
内
容
か
ら
見
る
と
、｢
羅
生
門｣
と
直
接
の
影
響
関
係
は
見
ら
れ
な
い
が
、
創
作
中
の
息
抜
き
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
笠
井
秋
生
は
右
の
漢
詩
と
｢
波
根
村
路｣
や
｢
松
江
秋
夕｣
な
ど
の
漢
詩
と
の
関
連
()
を
指
摘
し
、
｢
羅
生
門｣
の
成
立
時
期
を
大
正
四
年
の
八
月
以
後
と
断
定
し
た
。
芥
川
の
、
大
正
四
年
の
漢
詩
は
ど
れ
も
親
友
の
井
川
恭
宛
の
書
簡
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
失
恋
で
落
ち
込
ん
だ
芥
川
を
終
始
慰
め
、
励
ま
し
た
親
友
こ
そ
、
自
分
の
一
番
素
直
な
気
持
が
訴
え
ら
れ
る
存
在
と
言
え
る
。
井
川
恭
も
秀
才
で
あ
り
、
漢
詩
が
分
か
る
人
で
あ
る
。
こ
れ
も
芥
川
が
彼
に
漢
詩
を
送
り
続
け
る
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
失
恋
旅
行
後
に
作
ら
れ
た
漢
詩
を
読
む
と
、
芥
川
の
詩
風
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
許
渾
や
杜
牧
、
韋
応
物
、
温
飛
卿
ら
の
詩
風
に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
彼
の
失
恋
事
件
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
蘇
詩
の
受
容
と
い
っ
て
も
、
唐
詩
の
受
容
の
よ
う
に
、
一
句
一
句
の
模
倣
で
は
な
く
、
蘇
詩
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
を
自
分
の
漢
詩
に
取
り
入
れ
る
程
度
で
あ
る
。
が
、
蘇
詩
に
あ
る
豪
放
さ
、
雄
々
し
さ
は
、
当
時
の
芥
川
に
と
っ
て
、
大
き
な
慰
め
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
創
作
上
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
失
恋
か
ら
早
く
立
ち
直
ら
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
大
正
四
年
の
漢
詩
と
比
べ
る
と
、
大
正
九
年
の
詩
の
ほ
う
が
や
や
成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
正
四
年
の
漢
詩
に
は
、
中
国
の
詩
人
た
ち
の
句
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
大
正
九
年
の
漢
詩
に
は
こ
の
よ
う
な
現
象
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
。
漢
詩
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
だ
け
を
使
っ
て
、
自
分
の
描
き
た
い
も
の
を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
詩
の
特
徴
を
見
る
と
、
大
正
四
年
の
漢
詩
と
大
正
九
年
の
漢
詩
の
違
い
も
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
漢
詩
の
形
を
見
る
と
、
大
正
四
年
に
は
絶
句
以
外
の
漢
詩
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
九
年
に
は
、
絶
句
も
多
い
が
、
香
奩
体
詩
、
古
詩
、
律
詩
に
も
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
分
か
っ
た
。
次
に
内
容
面
を
見
て
も
、
大
正
四
年
の
漢
詩
は
、
失
恋
事
件
の
影
響
が
あ
っ
た
た
め
、
感
傷
的
な
詩
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
の
だ
が
、
大
正
九
年
の
漢
詩
は
、
創
作
上
の
苦
し
み
を
訴
え
る
詩
(
大
正
九
年
五
月
十
一
日
与
謝
野
晶
子
宛)
が
あ
る
一
方
で
、
友
人
を
揶
揄
す
る
詩
(｢
島
秀
才
示
於
予
香
奩
体
和
歌
二
首
即
戯
答
贈｣)
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
を
描
く
詩
(｢
偶
成｣)
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
年
の
五
月
十
一
日
の
与
謝
野
晶
子
宛
の
書
簡
に
あ
る
詩
と
、
大
正
九
年
十
二
月
六
日
の
｢
題
倪
先
生
隻
鶏
之
図｣
と
い
う
漢
詩
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
期
の
芥
川
は
、
す
で
に
漢
詩
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
――

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
中
国
の
詩
人
た
ち
は
、
風
景
や
絵
な
ど
を
見
て
即
興
で
詩
を
作
る
の
が
昔
か
ら
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
他
人
か
ら
送
ら
れ
る
絵
、
ま
た
自
分
が
書
い
た
絵
に
詩
を
書
く
こ
と
は
常
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
こ
の
よ
う
な
習
慣
を
知
っ
て
い
て
、
佐
佐
木
茂
作
の
絵
、
小
穴
隆
一
か
ら
も
ら
っ
た
鶏
の
絵
に
詩
を
書
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
年
、
芥
川
は
｢
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
()｣
で
、
漢
詩
人
の
漱
石
と
鴎
外
を
比
較
し
て
い
る
。｢
先
生
(
森
鴎
外
引
用
者
注)
の
短
歌
や
発
句
は
何
か
一
つ
微
妙
な
も
の
を
失
つ
て
ゐ
る
。(
中
略)
こ
れ
は
先
生
に
は
短
歌
や
発
句
は
余
戯
に
外
な
ら
な
か
つ
た
為
で
あ
ら
う
か
？
(
中
略)
の
み
な
ら
ず
夏
目
先
生
の
余
戯
だ
つ
た
漢
詩
は
、
―
殊
に
晩
年
の
絶
句
な
ど
は
お
の
づ
か
ら
こ
の
微
妙
な
も
の
を
捉
へ
る
こ
と
に
成
功
し
て
ゐ
る
。｣
(
全
集
第
十
五
巻)
と
評
し
て
い
る
。
漱
石
の
漢
詩
が
微
妙
な
も
の
を
捉
え
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
批
評
は
、
作
家
と
し
て
の
立
場
に
立
っ
て
批
評
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
漢
詩
人
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
批
評
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
大
正
九
年
の
作
品
で
は
漢
詩
に
触
れ
る
箇
所
も
多
く
、
芥
川
が
創
作
中
で
も
漢
詩
を
意
識
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
(
前
出)
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、｢
骨
董
羮
()｣
の
、｢
昨
日
の
風
流｣
は
、
趙
甌
北
(
清)
の
詩
と
永
井
荷
風
の
作
風
と
比
較
し
て
い
る
節
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
｢
骨
董
羹｣
の
｢
一
字
の
師｣
と
い
う
節
に
お
い
て
、
唐
代
の
詩
人
任
翻
天
の
詩
を
作
る
典
故
を
引
用
し
て
、｢
古
人
が
詩
に
心
を
用
ふ
る
、
惨
憺
経
営
の
跡
想
ふ
べ
し
。｣
と
歎
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、｢
骨
董
羹｣
の
｢
入
月｣
、｢
罪
と
罰｣
と
い
う
節
に
も
、
漢
詩
に
触
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
｢
漢
文
漢
詩
の
面
白
味｣
や
｢
骨
董
羹｣
の
ほ
か
、｢
雑
筆
()｣
の
｢
今
夜｣
に
は
、｢
し
か
し
ど
う
せ
な
る
位
な
ら
、
俗
な
仙
人
に
は
な
り
た
く
な
い
。
横
文
字
の
読
め
る
若
隠
居
な
ぞ
は
、
猶
更
お
れ
は
真
平
御
免
だ
。
そ
ん
な
も
の
よ
り
は
小
説
家
の
方
が
、
ま
だ
し
も
道
に
近
い
や
う
な
気
が
す
る
。｢
尋
仙
未
向
碧
山
行
住
在
人
間
足
道
情｣
か
な
。｣
が
あ
る
。
こ
れ
は
漢
詩
で
自
分
の
心
情
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
箇
所
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、｢
杜
子
春｣
に
は
、
仙
人
の
鉄
冠
子
に
詩
を
歌
わ
せ
る
場
面
が
あ
る
。そ
の
内
に
鉄
冠
子
は
、
白
い
鬢
の
毛
を
風
に
吹
か
せ
て
、
高
ら
か
に
歌
を
唱
ひ
出
し
ま
し
た
。
朝
に
北
海
に
遊
び
、
暮
に
は
蒼
梧
。
袖
裏
の
青
蛇
、
胆
気
粗
な
り
。
三
た
び
岳
陽
に
入
れ
ど
も
、
人
識
ら
ず
。
朗
吟
し
て
、
飛
過
す
洞
庭
湖
。
(
全
集
第
六
巻)
実
は
、
こ
の
詩
は
呂
洞
賓
が
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
題
名
は
｢
絶
句
其
十
六｣
で
あ
り
、『
全
唐
詩』
に
入
っ
て
い
る
。
朝
遊
北
海
暮
蒼
梧
袖
裏
青
蛇
胆
気
粗
三
過
岳
陽
人
不
識
朗
吟
飛
過
洞
庭
湖
｢
杜
子
春｣
の
鉄
冠
子
は
呂
洞
賓
で
は
な
い
が
、
こ
の
詩
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
鉄
冠
子
が
い
か
に
も
仙
人
ら
し
い
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
寒
山
拾
得
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
中
国
の
仙
人
は
、
詩
を
よ
く
詠
む
。
漢
詩
は
鉄
冠
子
と
い
う
人
物
造
型
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芥
川
は
創
作
に
あ
た
っ
て
、
漢
詩
と
い
う
小
道
具
を
使
い
、
か
な
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
神
経
を
配
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
漢
詩
は
、
大
正
九
年
の
芥
川
の
私
生
活
や
、
作
品
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
後
年
、
芥
川
が
唱
え
て
い
た
｢
詩
的
精
神｣
も
、
決
し
て
漢
詩
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二
七
(
昭
――
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和
二)
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
｢
文
芸
雑
談｣
(｢
文
芸
春
秋｣)
に
お
い
て
、
芥
川
は
｢
詩
的
精
神｣
を
、｢
尤
も
僕
の
詩
的
精
神
と
い
ふ
の
は
、
必
ず
し
も
西
洋
詩
的
精
神
ば
か
り
で
は
な
く
、
東
洋
詩
的
精
神
も
や
は
り
そ
の
中
に
入
る
も
の
で
あ
る｣
(
全
集
第
十
四
巻)
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
の
｢
東
洋
詩
的
精
神｣
に
漢
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
西
洋
詩
、
日
本
詩
、
漢
詩
の
中
で
、
最
も
早
く
出
会
っ
た
の
は
漢
詩
で
あ
っ
た
。
長
年
に
渡
っ
て
培
っ
て
き
た
漢
詩
素
養
は
、
彼
の
晩
年
の
文
学
観
、
或
は
小
説
観
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
一
(
大
正
十)
年
の
中
国
旅
行
を
通
じ
、
芥
川
は
現
実
の
中
国
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
漢
詩
に
対
す
る
情
熱
が
冷
め
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
晩
年
、
芥
川
は
佐
藤
春
夫
と
一
緒
に
漢
詩
を
翻
訳
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
彼
の
自
殺
に
よ
っ
て
、
実
現
出
来
な
か
っ
た
が
、
後
年
、
佐
藤
春
夫
が
一
人
で
中
国
女
流
詩
人
の
詩
を
翻
訳
し
、『
車
塵
集』
と
名
づ
け
て
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
、
｢
芥
川
龍
之
介
が
よ
き
霊
に
捧
ぐ｣
と
書
い
た
。
こ
れ
は
、
芥
川
が
終
生
漢
詩
を
愛
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
【
注】
(
１)
｢
我
鬼
窟
日
録｣
(
大
正
八
年
五
月
二
十
五
日
〜
十
月
一
日
ま
で)
の
六
月
十
八
日
の
記
録
に
、｢
十
八
日
雨
無
事
。
又
詩
を
作
る
。
五
律
二
。
細
君
、
弟
、
姉
｢
ワ
ニ
ヤ｣
見
物｣
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
作
ら
れ
た
詩
は
現
在
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
(
２)
｢
我
鬼
句
抄｣
(
大
正
六
年
〜
大
正
八
年)
に
二
首
。｢
ひ
と
ま
と
こ
ろ｣
(
山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵)
に
一
首
。
(
３)
大
正
十
二
年
か
ら
晩
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
(
４)
｢
方
位｣
第
七
号
一
九
八
四
(
昭
和
五
十
九)
年
三
月
(
５)
『
中
島
敦
・
光
と
影』
田
鍋
幸
信
編
新
有
堂
一
九
八
九
年
三
月
(
６)
｢
旭
川
大
学
紀
要｣
第
一
五
七
号
一
九
九
一
(
平
成
三)
年
十
一
月
(
７)
柳
灣
先
生
校
清
音
堂
板
文
會
堂
發
(
８)
島
根
県
松
江
は
芥
川
の
親
友
井
川
恭
の
郷
里
で
あ
る
。
大
正
四
年
の
夏
、
井
川
は
失
恋
し
た
芥
川
を
招
い
て
、
傷
つ
け
ら
れ
た
彼
を
癒
そ
う
と
し
た
。
芥
川
も
井
川
の
誘
い
に
応
じ
て
松
江
旅
行
に
出
た
。
旅
行
記
と
し
て
｢
松
江
印
象
記｣
(｢
松
陽
新
報｣
大
正
四
年
八
月)
が
あ
る
。
(
９)
近
藤
元
粋
嵩
山
堂
一
九
一
三
(
大
正
二)
年
六
月
()
一
九
一
七
(
大
正
六)
年
九
月
四
日
井
川
恭
宛
()
廣
岡
治
哉
編
法
政
大
学
出
版
局
一
九
八
七
()
｢
中
央
公
論｣
一
九
二
一
(
大
正
十)
年
四
月
()
小
杉
未
醒
著
ア
ル
ス
一
九
一
八
年
一
月
()
松
本
華
陵
著
北
京
華
陵
書
屋
一
九
二
〇
年
九
月
()
池
田
桃
川
著
上
海
日
本
堂
書
店
一
九
二
一
年
三
月
()
丸
山
昏
迷
著
北
京
丸
山
幸
一
郎
一
九
二
一
年
三
月
()
北
京
北
京
写
真
通
信
社
一
九
一
九
年
十
月
()
｢
新
潮｣
一
九
一
九
(
大
正
八)
年
十
一
月
()
｢
改
造｣
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
四
月
()
『
芥
川
龍
之
介
全
作
品
事
典』
関
口
安
義
・
庄
司
達
也
編
勉
誠
社
〃
二
〇
〇
〇
年
六
月
()
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
三
月
二
十
一
日
小
穴
隆
一
宛
()
一
九
二
〇
年
三
月
十
六
日
小
島
政
二
郎
宛
――
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()
上
海
広
益
書
局
一
九
一
五
(
民
国
四)
年
()
巻
一
〜
三
韓屋
著
館
柳
灣
、
巻
菱
湖
校
一
八
一
一
(
文
化
八)
年
()
書
簡
七
八
七
は
、
こ
の
間
御
辱
知
の
佐
ゝ
木
茂
□
が
色
紙
に
何
か
書
け
と
云
□
□
時
寒
巌
枯
木
の
図
を
□
い
て
そ
の
上
に
こ
ん
な
詩
を
□
い
て
や
り
ま
し
た
御
一
笑
ま
で
に
御
ら
ん
に
入
れ
ま
す
窮
巷
売
文
偏
寂
寞
□
厨
欠
酒
自
清
修
□
毫
窓
外
西
風
晩
欲
写
胸
中
落
木
秋
と
い
う
内
容
の
書
簡
で
あ
る
。(
一
九
二
〇
年
六
月
三
日
田
中
貢
太
郎
宛)
()
｢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
羅
生
門｣
を
め
ぐ
っ
て｣
｢
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞｣
一
九
八
六
年
七
月
()
｢
改
造｣
一
九
二
七
(
昭
和
二)
年
四
月
〜
八
月
()
｢
人
間｣
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
四
月
〜
六
月
全
集
第
六
巻
()
｢
人
間｣
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
九
月
十
五
日
(
お
う
し
ょ
い
・
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課
程
二
〇
〇
六
年
修
了)
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